
​福岡県公立高校入試徹底分析【理科】​
​【形式・難易度】​

​試験時間​ ​５０分​ ​配点​ ​６０点​

​問題構成​

​大問８題。生物・化学・地学・物理の分野ごとに大問２題。１は植物の分類とからだ​
​のつくり、２は生態系と炭素の循環、３は金属と酸素の化合、４は炭酸水素ナトリウ​
​ムの熱分解、５は月と金星の見え方、６は火山と火山灰、７は電流と発熱、８は浮力​
​で、配点は各分野15点ずつであった。​

​令和８年度​
​(2026)​

​令和７年度​
​(2025)​

​令和６年度​
​(2024)​

​令和５年度​
​(2023)​

​令和４年度​
​(2022)​

​問題量（Ａ4で）​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​
​小問数​ ​３１問​ ​３３問​ ​３３問​ ​３２問​ ​３３問​
​論述問題の数​ ​１４問​ ​１４問​ ​１０問​ ​１０問​ ​８問​
​論述問題配点​ ​２７点​ ​２３点​ ​２１点​ ​１８点​ ​１６点​
​受験者平均点​ ​３１点​ ​２９点​ ​３８点​ ​３８点​ ​３７点​

​【出題の傾向と対策】​
​① ほぼ同じ内容の記述・作図問題が数年後に出題されているので、過去問を数年分は解いてお​
​　く必要がある。​

​この他に、単子葉類の葉脈のスケッチ（令和８年度・平成２７年度）、銅の質量と化合する酸素の質量の関​

​係のグラフ作図（令和８年度・平成２９年度）、マグマのねばりけと火山の形（令和８年度・平成３１年​

​度）、観察するものが動かせない（動かせる）場合のルーペの使い方（令和８年度・平成２８年度）など。​

​② 問題の中の数値やグラフから、答えを導く問題が出題される。そのため、数値やグラフなど​
​　を必ず確認をする必要がある。​
​③ 指定語句の使用が求められるため、キーワードチェックをする必要がある。​



​この他に、令和８年度の入試問題では、大問２の問２、大問５の問３(2)、大問６の問４(1)、大問８の問２​

​(1)、(2)などが指定語句のある問題になっている。​

​④ 作図問題が必ず出題されるので、教科書・テキストを使って作図の練習をする必要がある。​
​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​

​令和８年度は上記に加え大問７の回路図や水の上昇温度のグラフ、大問８の浮力の作図も出題されている。​

​⑤先生と生徒の会話文が出題されており、会話の流れから空欄を埋めていく流れになってる。​

​会話形式は近年２題出題されていたが、令和８年度の入試問題では大問５の１題のみに変更となった。​

​⑥ 実験の考察問題が出題されているので、実験の目的・結果を整理する力が求められる。​
​大問７において非常に難易度の高い「電力と電熱線で発生する熱量および水の上昇温度の関係の考察」の問​

​題が出題された。​


